
 

公園とランドスケープ界の新たな取組み 
～公園と造園・ランドスケープ界の未来を語りあおう～  

 
ランドスケープ・フォーラムは、一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会（CLA）が、社会との絆

を広めるために開催する催しです。 

 都市公園制度 150 年を経て、公園は発展を遂げ、都市と市民生活になくてはならない存在として広く

認識されています。その間ＣＬＡは、公園事業の発展に貢献してきました。 

平成 29 年度の都市公園法改正によって、公園事業に民間の資金と経営ノウハウが導入されて、都市公

園が変容しています。一方、地球環境問題、少子高齢社会の到来等、社会環境の変化に対応して、ランドス

ケープコンサルタントの活動は、まちづくり、地域おこし、健康づくり等の分野に広がっています。 

このような背景の中で、これからの公園はどのようにあるべきか。社会の抱える諸課題に、造園・ランド

スケープ界はどのようにかかわっていくのか。行政経験者と、新たな分野に挑んでいるランドスケープ コ

ンサルタントの取組みをもとにして、市民の方々とともに語り合います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

造園 CPD 認定プログラム申請中 

日 時：令和６年１月 30 日（火）  13：３0～1７：０0 
会 場：日本教育会館 第二会議室              参加費：無料 

定 員：会場 1５0 名         参加申し込み方法：裏面のとおりです 

主催：一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 
TEL：03-3662-8266 FAX：03-3662-8268 E-mail：info@cla.or.jp 

〒103-0004 東京都中央区東日本橋 3-3-7 近江会館 8 階 

【パネリスト】 

「公園リノベーションと管理運営の重要性、今後の方向性について」 

橘  俊光 氏  兵庫県立大学 客員研究員  一般社団法人公園管理運営士会 会長 

株式会社空間創研 執行役員 

「公園の新たな展開、造園・ランドスケープ界の新たな展開」 

町田  誠 氏 横浜市立大学 客員教授  一般財団法人公園財団 常務理事 

「元行政マンからみた指定管理者、Park-PFI の‘つぼ’」 

斉藤 久芳 氏  株式会社塚原緑地研究所 企画開発・技術部門マネージャー 

「“農”・“連携”を切口とする、ランドスケープコンサルタントの挑戦」 

小林  新 氏  株式会社東京ランドスケープ研究所 代表取締役 

 調布市都市計画審議会 委員 

【モデレーター】   

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会 

        広報委員長  塚原 道夫 

        技術委員長  石井 ちはる 

第4 回 ランドスケープ・フォーラム 



 セミナー参加申込書  FAX：03-3662-8268 または E-mail：info@cla.or.jp まで 

氏名                    造園 CPD ID                 

（ CLA 会員所属職員 ・  非会員  ）※該当する方に〇をお付けください。 

会社・所属                                                                                                                        

TEL                     FAX                     

E-mail   

 

パネリストプロフィール 
 

兵庫県立大学 客員研究員 

一般社団法人公園管理運営士会 
 会長 

株式会社空間創研 執行役員 

橘  俊光 氏 

 
横浜市立大学 客員教授 

一般財団法人公園財団 
常務理事 

町田  誠 氏 

 
株式会社塚原緑地研究所 
企画開発・技術部門マネージャー 
 

斉藤 久芳 氏 

 
株式会社東京ランドスケープ研究所 
代表取締役 

調布市都市計画審議会 委員 

小林  新 氏 

    
  

 

   

 

 
 

 

 

交通アクセス  

日本教育会館 第二会議室（東京都千代田区一ツ橋 2-6-2） 

東京メトロ半蔵門線・都営新宿線・都営三田線／神保町駅（出口 A1） 

※ご記入いただいた個人情報は、セミナーに関するご連絡、その他
正当な目的のためにのみ使用し、個人情報保護法に基づき適正に管
理いたします。 
 
※造園 CPD 単位の自動登録を希望される方は、ID をご記入ください。

記入なき場合には、ご自身で登録いただく「自己登録」となります。 

1976 年北海道大学農学部卒業後、兵庫県入庁。以後、建設省都市局

公園緑地課を経て、兵庫県にて一貫して公園緑地行政を歩み、県立都

市公園の計画、整備、管理運営や国営明石海峡公園の誘致、2000 年

の淡路花博、県立淡路景観園芸学校等担当。2006 年、県土整備部公

園緑地課長、2010 年、同部参事兼 21 世紀の森室長、2013 年、国営

明石海峡公園管理センター長。2018 年、一般社団法人日本公園緑地

協会常務理事、2021 年より現職。博士（農学）・北海道大学、技術士

（建設部門、環境部門、総合技術監理部門）、公園管理運営士、RLA

（登録ランドスケープアーキテクト）等。 

 

 

1982 年建設省。国土交通省、国土庁等勤務の他、2000 年国際園芸・

造園博覧会ジャパンフローラ 2000、2005 年日本国際博覧会（愛知万

博）、2012 年全国都市緑化フェア TOKYO GREEN2012 等の大型イベ

ントにおいて、会場整備、コンテンツのプロモート等に携わる。さい

たま市技監、東京都建設局公園緑地部長、国土交通省都市局公園緑

地・景観課緑地環境室長、公園緑地・景観課長などを歴任。2018 年

国土交通省退職。2021 年一般財団法人公園財団常務理事。 

 

 

1979 年、千葉大学園芸学部造園学科卒業後、千葉市職員として長

年、公園緑地行政及び自然保護行政に携わる。定年退職後 2016 年、

株式会社塚原緑地研究所に入社し、千葉ポートタワー、千葉市ふるさ

と農園、昭和の森における指定管理者として施設長を歴任している。

近年は、千葉公園（千葉市）やサイクリングターミナル南側公園用地

（館林市）等の Park-PFI 事業に関わっている。また、ボランティア活

動として千葉市の花「大賀ハス」の普及宣伝に努めている。 

 

 

バブル経済終盤のリゾート開発ブームに対応するため大学卒業後カリ

フォルニアに渡り、米国ランドスケープアーキテクトとの架け橋の仕

事に従事。バブルがはじけた後、John Lyle 先生・上杉武夫先生に３

年間師事し「問題解決」「コミュニケーション」の手段としてのデザイ

ンを叩き込まれた後帰国。国内では「みどりのまちづくり」の仕事に

従事。インコ・アヒル・ウズラと暮らす、来年還暦の技術士（建設部

門・環境部門）・公園管理運営士。 

 

 


